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小林初期の皮疹およびその組織像と一過性系統的侵

襲像と後の環状紅斑様変化ならびにリューマチ様関

節炎症状とをあわせ考えると，もしその系統侵襲徴

候が� selfperpetuateに現われることがあれば“リ

ューマチ様関節炎の� SLEへの移行"を示す症例と

みることもできょう。� 

9. Kelion celsi二例

宮治 誠(千大)

症例� 1，21才，男子。農業。主訴:頭部の膿療なら

び脱毛。現病歴は昭和� 43年9月末より前頭部に痩痔を

伴う小豆大の丘診が散在性に出現。同年� 10月� 10日頃よ

り丘診は増加， 腫大し， 親指大， 半球状に隆起してき

た。圧を加えるとプカプカし，膿がでる。激しい頭痛が� 

10月� 10日より� 8日間続き， 眠ることができぬ位であっ

た。また右耳後部に小豆大のリンパ節� lケ触れ得た。培

養により� Tr.rubrumを分離した。検査成績は白血球

数� 10150，電気泳動で� α211.5以外は正常。

症例� 2，2才，女児。本年� l月頃より頭部に落屑が激

しくなり，続いて� Pustel，Abscess，Krustenbildung 

が著明となって来た。また患部に一致して脱毛も起こっ

て来た。培養により� Tr.rubrumが分離された。

〔討論〕

竹内教授昔は多かったが，今は少なくなった。

宮治� T. rubumによる� Celsiは少ない。菌糸形が

すぐ胞子形になるような株があるのではないだろう

か。

石井第2例には他の� Dermatosen の合併はなかっ� 

fこか。

番場なかった。

宮治� Eiterの直接検鏡にては� Pilzはみえなかった。� 

10. Rice-oil Dermatitis 

田辺義次(千大)

北九州地方に多発したカネミオイルによる中毒症につ

き，長崎大，久留米大皮膚科より提供されたスライドを

供覧。

〔追加〕

今井私の入局時� Paraffinomの症例を経験した。

田辺� Chloracneは従来は外因性のものといわれて

いた。外国での報告はすべて外因性である。� 

の剖見例Toxic EpidermαI Necrolysis (Lyell) 1.1

川瀬健二(千大)� 

67才， ♀。生来著患を知らなかったが，� 3ヵ月前か

ら下肢の神経痛にてサリチゾンc(アスピリン250mg+ 

v. C25mg) 6Tabおよび高血圧の治療としてエガリ

ン，ルミナーノレを服用していた。背部，磐部の痔感と共

に発症し，翌日にはほぼ全身に小指頭大までの出血斑を

混ずる紅斑が出現した。更に� 1日後には，紅斑上に水癒

形成を認め，ニコ� Jレスキー現象は強陽性で，一見二度の

熱傷を思わせる形で当科を受診した。疹痛と� 39.5
0

Cの

発熱を伴い全身状態ははなはだしく犯されていたが，副

腎皮質ホjレモンおよび熱傷に準じた補液の主体治療を行

ない，� 4日聞は血圧も� 110mmHg前後を維持するも� 5

日目早朝より血圧は低下し意識も混濁し肺炎様症状を合

併して死亡した。入院時の皮膚組織は典型像を示し，検

査成績には白血球減少，血清蛋白値の低下，尿糖，尿蛋

白陽性の他， 尿中ス Jレファミン定性で陽性の結果を得

た。剖検所見は，肝・腎に中毒性変化を示す像を認めた。� 

12. 特異な経過をとった熱傷の一例

奈良林定(深谷日赤)

癒摘があり，かつ知能低下・言語障害のある身体障害

で，父親が子供の将来を考える余り，治療の時期が遅れ

て特異な経過をとった熱傷の� l例を，スライドを主体に

報告した。� 
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